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フオーヲヨfンスを楽しむ新成人

汁申び伸びど、成人祭

真夏の成人祭は、 170名の新成人が出席 LS月i4日

青少年会館て行なわれ九。

これまでの形式を マ.>.り成人本位の楽 L、、、若も の

のお祭り、どなり 、広、、会場も熱気てムンムン。

、E二、が目t;ヲ軽装てフオーダンスに討論会にどか

け1わる姿u、利別川の若アユにも似てフレツンユ fi
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第
三
固
定
例
町
議
会
は
、
九
月
て
二
日
の
両
日
役
場

議
場
で
聞
か
れ
、
補
正
予
算
四
件
と
道
営
土
地
改
良
事
業

に
伴
う
分
担
金
納
入
な
ど
一
ニ
件
の
計
七
件
の
議
案
を
原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
共
同
利
用
模
範
牧
場
建
設
計
画
特
別
委
員
会
か

ら
こ
れ
ま
で
白
調
査
報
告
が
あ
り、

平
急
に
具
体
策
を
樹

立
し
議
会
に
提
案
す
る
こ
と
を
要
望
し
ま
し
た
。

。
昭
和
田
+
四
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
千
十

五
万
四
千
円
減
額
さ
れ
、
予
算

総
額
は
四
億
五
千
十
三
万
三
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
今
年
度
か
ら
六
カ

年
計
画
で
今
金
小
の
改
築
を
し

よ
う
と
、
同
工
事
前
け
角
い
授

を
当
初
予
算
に
計
上
し
て
い
ま

し
た
が
、
国
庫
補
助
、
起
依
が

一
年
延
び
た
た
め
、
凶
千
六
百

二
十
三
万
円
の
工
事
政
を
全
額

削
減
し
た
の
が
お
も
な
理
由
で

す
。
し
か
し
、
町
持
ち
出
し
分

千
凶
百
九
十
一
万
八
千
円
は
積

み
立
て
て
工
事
は
予
定
通
り
活

工
L
、
こ
れ
に
よ
る
債
務
は
町

の
依
務
負
担
行
為
と
し
て
四
十

五
年
度
予
算
で
処
理
さ
れ
ま
す

こ
の
ほ
か
、
へ
き
地
医
療
対

策
と
し
て
込
者
輸
送
車
(
寸
五

人
罪
9
マ
イ
ク
ロ
バ

ス〉

購
入

川，~ (口3)川 叩制4咋年9町 川川川川

デノyレ校舎に
今金JI、6カ年計画て改築
近代的なモ

に
九
十
八
万
四
千
円、

日
進
開

拓
道
路
補
修
工
事
負
担
金
に
一

一

百
二
万
四
千
円
、
第
一
幹
線
川

支
線
改
修
工
事
貨
に
七
十
八
万

円
な
ど
が
追
加
さ
れ
、
換
地
事

業
促
進
交
付
金
百
七
十
主
万
七

千
円
、
飼
料
作
物
増
産
対
策
事

業
補
助
金
百
五
十
二
万
円
、
防

火
水
そ
う
一
基
八
十
万
円
な
ど

が
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
歳
入
は
、
町
税

二
百
七
十
一
万
二
千
円
、
地
方

交
付
税
九
百
五
十
七
万
六
千
円

な
ど
が
見
込
ま
れ
、
園
、
道
支

出
金
千
五
百
四
十
四
万
八
千
円

町
依
三
千
三
十
万
円
が
減
額
さ

れ
ま
し
た
。

。
国
民
健
康
保
険
会
計
事
業
勘

定
補
正
予
算

保
健
婦
設
置
曲
目
と
し
て
五
十

六
万
五
千
円
追
加
さ
れ
、
総
額

六
千
五
百
二
十
三
万
五
千
円
に

な
り
ま
し
た
。

，.i.. ;.:..-.:;--.r.;:正-慌て::<<一 一一色
今金小学校完成予想図

ロ

老
朽
化
し
た
今
金
小
学
校
の
校
舎
は
、
数

口

口

年
前
か
ら
改
築
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
し

・口

口

た
が
、
補
助
金
の
見
通
し
も
っ
き
、
こ
と

口

口

し
か
ら
六
カ
年
計
画
で
改
築
さ
れ
る
こ
と

口

口・

に
決
ま
り
ま
し
た
。
新
校
舎
は
、
現
位
置

・
口

口

と
背
面
地
に
建
設
さ
れ
、
完
成
す
る
と
道

口

口

南

一
の
近
代
的
な
モ
デ
ル
校
舎
と
し
て
児

口

口

重
の
教
育
の
場
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

ロ

購

入

予
算
な
ど

可

決

。
国
民
健
康
保
持閉
会
計
施
設
勘

定
補
正
予
算

特
別
退
職
給
与
金
、
建
物
減

価
償
却
費
、
企
業
債
償
還
元
金

な
ど
、
収
益
、
資
本
的
支
出
合

わ
せ
て
三
百
二
十
六
万
六
千
円

追
加
さ
れ
、
総
額
九
千
五
百
五

十
二
万
八
千
円
に
な
り
ま
し
た

〈〉
簡
易
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算霜害予防に万全の体制を

田
植
え
期
の

低
温
で
冷
害
を

心
配
さ
れ
て
い

た
水
稲
は
、
そ

の
後
の
好
天
か

ら
平
年
作
が
期

待
で
き
る
ほ
ど

に
回
復。

九
月
一
日
締

め
切
ら
れ
た
本

年
度
米
出
荷
予

約
数
も
約
十
三

万
依
と
こ
れ
ま

で
白
最
高
を
記

録
し
て
い
ま
す

し
か
し
、
作

況
は
現
在
一
週

間
お
く
れ
り
た

め
、
九
月
下
旬

k
予
想
さ
れ
る

ポ
ン
プ
設
備
及
び
井
戸
小
屋

工
事
費
と
給
水
新
、
増
設
原
材

料
費
な
ど
に
百
四
万
円
追
加
さ

れ
、
総
額
一
千
百
二
十
一
万
七

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

。
道
営
土
地
改
良
事
業
の
分
担

金
納
入
と
施
設
の
維
持
管
理

に
つ
い
て

日
進
地
区
の
開
拓
地
殻
道
補

修
工
事
に
伴
う
分
担
金
を
負
担

し
、
土
地
改
良
施
設
を
維
持
管

理
す
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
す

O
町
道
、
路
線
認
定
に
つ
い
て

光
台
線
ほ
か
三
線
の
路
線
を

町
道
に
認
定
し
ま
し
た
。

四
十
一
年
自
衛
隊
に
よ
る

発
煙
活
動

早
霜
を
い
か
に
乗
り
切
る
か
が

最
大
の
関
門
で
す
。

第
十
期
工
事
十
月
に
着
工

農家総ぐるみの協力で

現
世
の
校
舎
は
、
昭
和
九
年

越
設
さ
れ
た
一
怖
を
含
み
年
々

老
朽
度
が
ひ
ど
く
な
り
、

一
昨

年
道
教
育
庁
が
校
舎
の
耐
力
度

制
査
を
し
た
結
果
、
延
べ
二
千

八
百
三
十
平
方

M
の
校
舎
の
う

ち
二
千
百
七
平
方
同
川
、
そ
れ
に

六
百
四
十
四
平
方
同
川
町
民
内
体

育
館
が

。
危
険
校
舎
d

(

国
庫

初
幼
の
対
象
と
な
る
)
と
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
町
で
は
、
さ
っ
そ
く

国
出
補
助
を
得
て
改
築
し
よ
う

主
計
画
し
、
同
年
将
れ
ま
で
に

新
校
舎
の
全
体
設
計
を
終
え
、

園
、
道
へ
要
望
し
て
い
た
も
の

で
す。

牢
い
四
十
五
年
度
か
ら

国
庫
補
助
の
見
通
し
も
っ
き
十

月
泊
工
と
決
ま
り
ま
し
た
が
、

工
費
は
約
二
億
一
弔
万
円
(
う

ち
国
庫
補
助
見
込
額
約
四
千
万

円
)
の
多
額
に
の
ぼ
る
た
め
六

カ
年
の
長
期
計
画
に
な
る
予
定

で
す
。校
舎
は
、
前
面
が
平
民
連
て

の
管
理
棟
、
後
簡
が
一
二
階
建
て

で
教
室
を
主
と
し
て
い
る
の
が

特
徴
で
す
。

ま
ず
前
面
は
、
玄
関
と
ホ
ー

ル
、
職
員
室
、
校
長
室
、
衛
生

室
、
放
送
室
な
ど
の
ほ
か
、
左

側
に
一
年
生
用
一
ニ
教
室
と
プ
レ

ー
ル
l
ム
(
低
学
年
用
の
遊
ぎ

室
叫
が
ー
あ
り
約
千
二
百
六
十
八

平
方
M
J
後
耐
は
↓
附
に
二
、

司
羽
出
貯
各
三
教
室
と
特
殊
教

室
、
ボ
イ
ラ
ー
室
、
給
食
用
の

配
ぜ
ん
室
。

二
階、

三
階
は
左

側
に
四
年
生
以
上
の
十
普
通
教

一申居
陣
門
司
側
吋
劇
的

図
工、

家
庭
、
図
袋
、
視
聴
覚

音
楽
の
六
特
別
教
室
を
世
き、

延
べ
三
千
四
百
三
十
六
平
方
M

に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
前
回
右
側
に
は
、
ス

テ
ー
ジ
、
更
衣
室
を
持
っ
た
八

百レ】
十
八
千
万

M
の
平
毘
建
て

体
育
館
が
あ
り
、
総
延
べ
町
駅

は
五
千
六
百

一
平
方
財
の
計
岡

で
す
。

く

ん

爆

と

か

ん

が

い

を
併
用

そ
こ
で
町
で
は
「
お
害
予
防

対
策
本
部
」
を
設
世
、
九
月

十
六
日
か
ら
十
月
五
日
ま
で
の

子
防
期
間
に
。
く
ん
煙
法
。
と

。
か
ん
が
い
法
、
に
よ
り
、
民

業
関
係
団
体
と
連
携
を
と
っ

て

か
シ
モ
。
の
防
除
体
制
を
推
進

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

す
で
に
決
協
で
は、

各
民
家

に
古
タ
イ
ヤ
約
一
万
本
と
重
油

約
八
百
本
(
ド
ラ

ム
)
を
配
付

し
て
万
全
を
期
し
て
い
ま
す
。

マ
霜
害
注
意
報
が
で
た
場
合

広
報
車
に
よ
り
防
煽
実
施
法

を
周
知
す
る
。

マ
く
ん
煙
法

広
報
車
の
サ
イ

ν
ソ
に
よ
り

「
発
問
凶
始
」
が
指
令
さ
れ
た

ら
、
古
タ
イ
ヤ
、
干
し
草
、
ヮ

ラ
を
m
m
A
重
油
を
か
け
て
煙
を

あ
げ
ま
す
。
こ
の
場
合
、
発
煙

開
始
は
妓
低
気
温
に
な
る
直
前

が
最
も
効
果
的
で
す
。

ま
た
、
広
い
国
債
を
同
時
に

突
施
し
な
け
れ
ば
効
果
が
あ
が

ら
な
い
の
で
、
事
前
の
資
材
点

検
ゃ
、
各
部
落
の
協
力
が
大
切

で
す
。

マ
か
ん
が
い
法

降
円
却
の
危
険
の
あ
る
夕
方
に

は
か
ん
が
い
水
を
部
入
し
て
、

掛
け
流
し
に
す
る
と
効
果
的
で

A
1
3
0
 

パ
豊
か
な
老
後
を
願
っ
て

老

人

ク

ラ

ブ

連

合

会

を

結

成

老
人
ク
ラ
ブ
相
互
の
連
絡
協

調
と
親
睦
を
は
か
ろ
う
と
、
八

月
-
一十
五
日
開
催
さ
れ
た
第三一

回
今
金
町
老
人
福
祉
士
会
で

「

今
金
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
」

を
結
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
内
に
あ
る
今
金

極
川
、
神
丘
、
金
原
の
四
老
人

グ
ラ
フ
が
手
を
つ
な
い
だ
も
の

で
、
大
会
は
会
長
に
清
水
正
殺

さ
ん
を
選
ん
で
あ
と
、
会
則
や

事
業
計
画
を
決
め
、
ま
た
、
入

味
、
花
石
、

美
制
洞
な
ど
ま
だ

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
欽
筋
コ

y
タ
リ
ト
造
り
で
、
睡
油
ス

チ
ー
ム
に
よ
る
完
全
暖
房
、
水

洗
便
所
、
五
カ
所
の
水
飲
み
場

と
衛
生
聞
に
も
力
を
入
れ
、
火

災
報
知
問
、

犀
内
消
火
絵
、
訓

常
階
段
、
防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
な

ど
も
完
備
し
、
安
心
し
て
勉
強

で
き
る
環
債
を
整
え
て
い
ま
す

教
育
面
で
も
プ
レ
ー
ル

1
ム

視
聴
覚
、
凶
工
、
家
庭
教
室
な

ど
に
み
ら
れ
ろ
よ
う
に
、
児
童

の
情
操
を
仲
ば
す
よ
う
特
に
配

出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
後
背
地
の
拡
地
も
ほ

と
ん
ど
終
え
、
九
月
下
旬
に
は

第
一
期
分
(
後
而
左
側
校
舎
)

の
工
申
入
札
を
し
て
十
月
恩
々

六
カ
年
の
長
期
工
事
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

老
人
グ
ラ
フ
が
結
成
さ
れ
マ
い

な
い
部
落
を
半
く
な
か
ま
に
加

え
て
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
老

人
と
語
り
あ
う
機
会
を
作
ろ
う

と
決
議
し
、
刷
会
し
ま
し
た
。

こ
の
日
集
ま
っ
た
相
有
五
十

名
の
老
人
た
ち
は
、
道
老
速
の

阿
部
先
生
の
記
念
講
演
や
学
宝

の
作
文
に
耳
を
か
た
む
け
、
自

ら
も
体
験
発
表
や
老
人
の
主
張

そ
れ
に
の
ど
自
慢
な
ど
を

L
て

元
気
に
楽
し
い

一
日
を
す
ご
レ

ま
し
た
。

一一ーーーー・~
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日

終

戦
の
と
き
生
活
の
本
拠
が

民

生

部

引
揚
君
主
付
企
業
務
室

十
九
・
七
回
に
至
っ
て
お
り
ま

山

川

外
地
に
あ
っ
て
、
そ
の
桂
本
邦
で
は
、
昭
和
四
イ
二
年
九

月

に

す

。

川

川

に
引
き
持
げ
て
こ
ら
れ
た
方
の
業
務
を
開
始
し
て
か
ら
本
年
大
本
交
付
金
の
請
求
期
限
は
「
山

山

地
族
、
あ
る
い
は
引
掘
削
に
死
月
末
ま
で
の
受
付
は
、
十
六
万
昭
和
四
十
五
年
三
月
三
十
一
日
仙

川

亡

さ

れ

た

方

の

泣

族

」

限

り
で
、
こ
の
日
川

川

に
対
し
て
交
利
さ
れ

E

を
過
ぎ
た
新
求
は
時
川

;

子

「

引

号

特

別

『

引

揚

者

特

別

交

付

金

』

効
と
な
り
受
け
付
け
叩

、

空
付
金
」
の
認
定
r
b

ら
れ
ま
丑
ん
の
で
、

山

一

務
が
現
在
道
で
急
円

請

求

期

限

は

も

う

す

ぐ

で

す

該
当
者
の
ガ
は
資
料

…

川

ツ
ヲ
で
す
す
め
ら

れ

が

そ

ろ

わ

な

く

と
も

川

川

て
い
ま
す
。

判
(
八
一

-
八
%
)
に
達
し
て

早

め

に
役
場
町
民
諜
に
請
求
密

川

…

道
内
に
お
け
る
支
給
対
訟
は
お
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
認
定
な

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

川

叩

約
十
九
万
六
千

件

、

一

二

十

宜

万

ど

処

理

さ

れ

た

も

の

は

十

四

万

阿

川

人
と
措
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
四
千
件
で
受
付
数
に
対
し
て

八

円

E
ミ

ZE
--=E胃
ZE
--Er--E-E
zz一=z=三=玉三一ヨzzpzzミ
z
zz喜一三百
三Saz--2書
官
宣
言

=-E=主主主
ヨ-zEユ一EE--zz--BEEf-Z25三司コ雪量~ZEE-Z2-ZZ3EZ2zz言
zz



九九，'，'.'(第135J: ••••••• ;・r

ら。桧ム の O のは冠 た は会
の野山之な健で ...... L>. 熱沌を り、 で 第
う球大商お 刷 涙 λ 寸ゲ j島川ιかあ全道一
わ王会工 、はを 会金よ の江ちい道南回
き国で会こ高の で中く 末陵え 、の代全

02露Tt長2準全や :S;TtZ語き苦
" ~ムは賛 L 優道つ L 延た準と今学
とても役さ宍 勝野た く長。優互金校
もおオ場れか 時 んも十決勝角中野
つり lチま 、 悼 γ 1三勝の に 学球
ぱル 1すそ 対固で栄わ校大

"""川町 H川山内山叩いい川町山川山川川'"，""山"'"''柳川H山川

戦
没
者
の
笠
を
し
の

ふ
招
魂
祭
は
、
二
十
四

団
自
の
終
戦
記
念
円
の

八
月
十
五
日
、
附
天
の

八
幡
神
剖
境
内
で
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

約
百
五
寸
人
の
泣
家

族
が
出
席
し
て
式
典
は

し
め
や
か
に
行
な
わ
れ

参
列
童
や
来
貨
が
一

一百

-

余
柱
の
認
に
玉
山
中
を
捧

げ
め
い
福
を
祈
り
ま
し

た
。

しめやかに

一
叩

?

?

き

活

部

と

も

コ

だ

掃

な

構

ン

が

い

陥

-

す

永

一

広

A

酸

く

う

内

る

長

淑

〈

気

き

結

ウ

ド

剛

山

山

が

ヨ
ま

で

~

ね

【

は

よ

よ

へ

Jv

の

す

も

電

て

電

大

も

ラ

一

に

面

源

い

先

。

山

第

日

に

の

む

色小

ピ

除

ピ

ず

い

め

は

で

プ

コ

分

画

電

て

の

す

U

〔

叫

た

し

す

匝

レ

柿

レ

品

抜

っ

た

け

た

の

部

と

は

つ

‘

}

川
一

か

だ

す

掃

テ
を
一
ア

ー
ら

あ

ま

だ

み

酬

の

く

分

残

ラ

り

一

口

い

い

か

の

の

は

面

、

は

か

き

、
る

ら

3
こ

っ

部

が

ブ

あ

F

山

~

な

と

食

。

J

-

図

表

り

き

卜

か

か

と

か

、

、
ん

の

圧

歯

が

日

明・

『
の

フ

も

い

ぺ

2
の

な

と

ン

を

る

で

側

2
が

さ

こ

高

や

要

ベ

一
欲

-
E
さ

L

、
管
に

る

セ

り

と

手

裂

に

す

く

o

も

箆

必

目

ip

-

食

ス

な

だ

テ

l
ン
い

o
す

ン

こ

い

を

の

面

ま

た

す

て

い

す

v

t

M
、
、

の

く

〉

に

ウ

れ

す

を

コ

ほ

吸

り

ビ

側

い

が

ま

い

古

落

川

ま

山

た

の

も

て

〈

司

ラ

き

ま

除

を

で

で

こ

。

レ

右

て

リ

り

抜

を

{

、

}

ま

も

た

し

1

フ
は
一

L

M

l
い

筆

機

ぽ

す

テ

の

い

コ

な

を

ら

リ

日

'
u
h

の

い

用

や

総

ち

-

さ

O
除

綿

で

O
管

つ

ホ

く

ト

か

コ

一

報

凶

甲

山

一

一

ま

政

い

格

し

が

と

て

た

が

い

変

き

し

あ

か

し

。

一

~
え

い

冷

な

価

激

す

た

せ

し

す

と

〉

が

好

た

は

も

少

す

}

{
い

な

、

少

た

が

で

れ

わ

定

。

で

く

f
v

好

が

o

で

と

ら

で

川

一
と

ど

も

に

し

化

問

と

合

安

す

の

き

。

事

九

し

の

す

裂

は

な

の

『

日

~

つ

ん

で

市

定

変

の

ん

に

中

ま

い

が

す

H
P

叶

一

は

も

ま

必

ら

出

も

日

:

、

と

と

節

訓

安

の

み

さ

要

年

き

な

停

で

重

ォ
と

ヒ

ハ

主

y
p

ダ
パ

~

山
山
一

ひ

ほ

季

は

い

段

悩

く

需

一

で

利

も

附

長

の

川

時

U

M
知

丸

ラ

加

{

“
一

の

は

な

配

し

値

の

た

し

、
が

使

で

て

特

り

μ
い

り

く

仙

の

サ

き

い

山
山
…

一

日

岨

岬

叫

知

制

問

川

棚

町

は

何

日

札

制

ヰ

剛

山

吋

U

M

J
川
町

M

一

}
の

の

の

そ

に

料

消

あ

に

る

う

き

い

品

大

年

計

は

あ

」

時

が

ら

い

い

一
た

。

毒

荷

台

者

企

は

で

量

き

買

が

て

料

は

お

日

り

・
た

い

ん

ぷ

て

{

一
の

う

中

中

場

費

鮮

と

魚

大

で

で

存

め

食

と

〉

引

よ

て

つ

若

せ

天

っ

、

:

-

活

よ

食

食

の

消

生

こ

政

に

荷

格

保

改

鮮

こ

く

川

町

年

つ

な

に

ま

、
と

叫

…
…
一

生

L
圏

畑

圏

い

冷

き

出

価

園

生

う

お

わ

に

か

引

く

は

~

一寸

…

に

己
浦
聞
の
ス

た

ク

の

食

一

叩

一

(u
b
h
z
g
p

uu

u
J
A
州

問

。

配

げ

札

制

一

F

、

f
¥

し

H
H
'
d
a
e

f

と

て

が

の

進

す

自

ス

}

目

、

，

v
u
J
M
特

い

過

っ

す

ら

の

ま

れ

白

凶

…

)

病

問

山

刊

@

姐

伊

大

高

経

よ

で

か

間

れ

昧

凍

で

三

町

一

(
e
w
wm‘
欧
州‘

五
位

2
1訪
問

時

円

九

…

町
剛
山

/
fに

d
，
.
.
.
 司

U
F
E司、

の

整

時

倒

進

た

は

考

世

期

、

ま

山

町
山
一

p

n

u-

h

魚

栄

、

の

が

れ

て

と

も

時

で

え

い

日

a
p
v
i
u
h

東

で

は

家

路

さ

い

る

味

る

の

の

わ

山

川
一
(
れ
)
J
g
g
a
司
ニ
去
さ
さ
五

制

消

魚

変

ト

園

山

E

一

(

〈

〉

圏

な

菌

化

に

化

ア

四

の

し

て

の

一

山
山

17fif--itf'l
fi
-
-
'
'
j;
i
'
'
j
J
i
f
-
-
f
l
i
-
-《
i
L

す 一 一

今金'J、学校前の道々長m:暗に横断歩道橋ができ 「こ

れで横断も安心」と父母はもちろん、児訟もよるこん

でいます。 4もロードヒーテイングで自動的に雪をと

かすりっぱなもの。町内では.駅前に信号機も完成し

交通安全地設は着々と整備されてい空す。

で'し、
r'-> 

女一ー も

種
川
小
に
記
念
碑

種
川
小
学
校
の
開
校
七
十

周
年
を
記
念
し
て
、
同
協
賃

金
で
は
教
育
先
覚
者
の
泣
志

を
生
か
し
た
記
念
仰
を
建
設

し
ま
し
た
。

こ
の
記
念
碑
は
、
町
村
知

事
が
部
ご
う
し
た
校
言
『
正

し
く
、
明
る
く
、
机
か
く
』

の
三
句
を
梨
花
こ
う
岩
に
刻

み
、
種
川
産
の
大
理
石
に
は

め
込
ん
だ
立
派
な
も
の
。

七
月
五
日
七
十
周
年
記
念

式
と
合
わ
せ
、

除
幕
式
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

な

る

1
1
一

運
転
免
許
の
処
分

十
月
一
日
か
ら
運
転
免
許
の

仲
止
や
取
り
消
し
が
、
占

数
制

度
で
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
交
通
違
反

平
事
故
に

一
点
か
ら
十
三
点
ま

で
の
点
数
を
つ
け
、一

定
の
点

数
に
な
っ
た
と
き
に
免
許
の
仲

止
や
取
り
消
し
が
さ
れ
る
色
い

う
制
度
で
す
。

E

昨
年
の
十
月
一
日
か
ら
東
一却

の
運
転
者
管
理
七
ン
タ
に

デ

ー
タ
ー
が
お
く
ら
れ
計
算
が
は

じ
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
実

施
は
来
月
一
日
に
な
っ
て
お
り

ま
す
a

固
つ
け
ら
れ
る
点
数
は

交
通
違
反
に
は
一
点
か
ら
九

点、

交
通
事
故
に
は
凶
占
か
ら

十
三
点
、
ひ
き
逃
げ

(
あ
て
逃

げ
〉
に
は
主
点
と
十
点
の
範
阻

内
で
点
散
が
つ
け
ら
れ
ま
す
。

た
と
え
ば
左
折
方
法
違
反
(

一
点
)
で
責
任
の
程
度
が
軽
い

軽
傷
事
故
(
四
点
)
を
お
こ
し

ひ
き
逃
げ
を
し
た
場
合
(
十
点

)
は
、

合
計
さ
れ
て
十
五
点
に

な
り
ま
す
。

つ
け
ら
れ
る
占
数
の
お
も
な

も
の
は
、
酒
酔
い
運
転
九
.
無

免
許
運
転
八
、
酒
気
帯
び
運
転

六
、
三
十
五
キ
ロ
以
上
の
速
皮

細
過
六
、
信
号
無
説
二
、
追
越

し
述
反
二
な
ど
で
、
こ
の
他
の

違
反
は
一
、
二
伐
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

ロ
停
止
取
り
消
し
の
基
準

点
数
は

一
定
の
点
数
に
な
っ
た
と
き

停
止
や
取
り
消
し
が
行
な
わ
れ

ま
す
が
、
そ
の
法
単
に
な
る
山
、

数
は
、
過
去
三
年
以
内
に
運
転

免
許
の
停
止
が
何
回
あ
っ
た
か

に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
迎
転
免
詳

の
停
止
や
取
り
消
し
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
(
別
表
参
川
」

ロ
点
数
の
計
革
方
法
は

過
去
三一
年
以
内
の
交
通
述
反

や
事
技
の
す
べ
て
に
点
数
を
つ

け
、
こ
れ
を
合
計
し
ま
す
。
た

だ
し
つ
ぎ
の
場
合
は
、
い
ま
ま

で
の
が
消
え
て
零
に
な
り
ま
す

過
去
三
年
以
内
の
迎

』

1 台風に備えよう dィtJ)~
o家のまわりを見回わり、下水やi時の流れをよくする。-;~ ¥f，":> IムL.LJJ l 

j 一一一一 ~~_r ;Wî~~ 0大雨のあとは地盤がゆるむので車の運転に注意する。， <i祖叫幽唱伊~

H叫抑申薗田町回目拘ー戸時川l川内ーー山..~I"'"".，..圃F噌'~，w"""_'';''''占叫"剛山崎-同刷川由園田恥岬町、品崎嶋崎おt

、

。
抱
許
間
停
止
ぞ
京
り
消
L
古

受
け
立
と
き

o
-年
以
上
の
問
、
空
通
違
反

や
が
止
が
な
か
っ
た
と
き

一一ーー・圃圃

ロ
陪
問

-
講
習
制
度
は

山
数
制
度
に
な
っ
て
も
、
聡

開
制
度
や
議
J
H
制
度
は
い
ま
ま

で
と
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
u

以
上
の
よ
う
に
点
数
制
度
は

思
質
な
泣
い
一
民
や
事
故
に
つ
い
て

は
、
一
同
だ
け
で
も
停
止
や
取

り
消
し
が
あ
り
、
軽
い
14
日比で

も
回
数
を
中
ね
る
と
処
分
さ
れ

る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
し
く
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
反
対

に
、
一
白
間
以
1
h
h
H
定
運
転
を

す
れ
ば
い
ま
ま
で
の
点
数
や
免

許
の
川
町
H
M
数
が
消
え
る
と
い

う
刀
法
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
、
運

転
免
許
の
叫
止
や
取
り
消
し
は

不
名
投
な
こ
と
で
す
。
車
十
運

転
す
る
と
、
き
は
、
交
通
法
山
況
を

守
っ
て
安
全
運
転
で
事
散
防
止

に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
u

基

[1' 

点

数

;Jililt 

転
免
許
の
停
止
回
数

回

5
点

以

上
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(3) 
わ

木

「
自
己
流
ど
が
椛
図
を
鍛

〈
の
が
楽
し
み
で
す
」
と
語

る
だ
け
に
、
五
年
前
か
ら
作

一
り
は
じ
め
た
庭
が
A
Y
で
は
り

一
つ
ば
に
幣
っ
た
。

ど

石

の

調

和

政
近
、
転
期

に
ゐ
立
っ
て
い
る

農
業
情
勢
の
な

か
で
、
農
業
構

造
に
関
す
る
荷

対
策
を
舵
進
し

て
い
く
た
め
、

急
い
で
基
礎
資

料
を
整
備
す
る

必
却
に
迫
ら
れ

て
い
ま
す
。

そ
ご
で
、
民

主
委
員
会
で
は

良
地
疏
動
化
の

促
進
、
自
立
経

宮
の
育
成
、
銀

問
的
生
産
組
織

の
助
長
、
土
地
利
用
計
画
の
策

定
、
設
業
後
継
者
の
義
成
確
保

な
ど
、
総
合
的
な
山
政
を
雌
進

す
る
た
め

『
段
家
台
帳
の
整
備

」
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
も

の
で
す
。

こ
の
格
闘
に
あ
た
り
、
三
十

ア

ル

以

上
の
民
地
を
耕
作
す

る
す
べ
て
の
農
家
を
対
担
に
、

総合農政の推進に
農家台帳を整備

... 

曽
我
井
定

一
さ
ん
宅

樹
齢
六
十
年
の
イ
チ

ョ
ウ
合
中
心
に
オ
ン
コ

マ
ア
な
ど
約
三
十
時
酬
額

の
木
と
、

ト
ラ
石
、
大

理
石
が
池
に
映
え
て
見

事
な
調
和
を
み
せ
て
い

噌。
。ま
た
、
全
国
各
地
か

ら
梨
め
て
き
た
キ
ヨ
ウ

チ
グ
ト
ウ

(宮
崎
)
ツ

ツ
ジ

(
霧
島
)
ツ
ゲ
(

新
潟
〉
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
(

ニ
セ
コ

)
や
イ
ト
ン
も

あ
る
白
山
川
石

(
H
高
)

な
ど
と
に
か
く
バ
ラ
エ

テ
ィ
。

古川
Mm
頼
の

ヅ
ジ
ジ
や
大
輸
の

ボ
タ
ン
が
咲
く
こ
ろ
は
も
ち
ろ

ん
各
で
も
ナ
ナ
カ
マ
ド
の
突
が

赤
く
援
し
い
。

貯
室
惇

豆
O
R

川
市
民
の
地
位
お
よ
び
就
業
、

民
家
分
獄
、
土
地
、
決
業
生
産

の
形
態
、
農
家
の
将
来
の
志
向

あ
と
つ
ぎ
な
ど
の
項
目
を
調
査

し
ま
す
。

近
く
制
査
員
が
勧
川
し
ま
す

の
で
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
の

上
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

農
地
の
転
用
は
必
ず

許
可
を

最
近
、
許
，り
を
う
け
ず
間
断

で
民
地
を
宅
地
に
転
用
す
る
』

が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
‘
民
地
法
に
違
反
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
民

地
に
住
宅
、
ヨ
場
な
ど
を
述
て

る
と
き
は
必
ず
農
業
委
員
会
に

中

L
出
て
知
事
の
許
可
を
う
け

て
く
ど
さ
い
。

申
請
に
つ
い

て
く
わ
し
い
こ

と
は
、
政
主
餐
員
会
都
務
局
で

ご
相
殺
ね
が
い
ま
す
。

槍
山
管
内
町
職
員
採

用
試
験
を
実
施

昭
和
四
十
五
年
度
採
用
子
定

の
桧
山
主
庁
管
内
町
政
員
採
用

共
同
試
験
は
、
次
に
よ
り
行
な

わ
れ
ま
す
。
受
験
希
望
者
は
役

場
総
務
卸
へ
申
し
込
み
し
て
く

だ
さ
い。

マ
試
験
日

十
月
」I
二
日
〈
H
)
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; 割|さ込務場 11

市
部
及
び
北
部
町
町

村
役
場
(
未
定
)

マ
試
験
区
分

一叫ん官
郁
筋
肉

マ
試
験
方
法
筑
記
式
験
(
ぬ

義
、
適
正
、
作
官
)

マ
場
所

幸

町
町
内
会
に

知
事
か
ら
感
謝
状

附
和
凶
十
一
利
か
ら

q
前
例
州

民
沖
化
巡
助
を
推
進
し
て
い
た

事
川
町
内
全

(
鈴
木
在
三
会
長

)
は
.
八
月
八

H
北
品
市
で
間

保
さ
れ
た
富
十
八
回
北
海
道
公

然
術
生
大
会
の
山
i
、
比
冊
、出

川
市
け
か
ら
同
兆
動
俊
秀
地
い
と

し
て
感
謝
状
が
捉
iJJさ
れ
交
し

た
。
全
迫
で
七
地
巨
で
す
。

よ
ろ
こ
び
・
か
な
し
み

(8
月
分
)

④
出
生
8
名

駅

世

京

〈

附

・
市
町
)

柳
川
央
次
(
政

・
帥
川
)

神
間
京
j

(

H

一
・
附
和
川
』

水
n
h
L
(
山
じ
よ
広
町
)

橋
市
川
二
(
要
一

・
緑
川
〕

山
円
純
チ
(
利
勝

・
布
石
)

千
実
一
I
4

〔的
η

末
広
町
)

日
科
目
科
(
弘
二
・
緑
町
)

山門
婚
姻
5
組

織
山
利
附
H
山
川
辺
美
(
〈
，
A
M

)
持
出
じ
出
H
木
町
ウ
メ
子

(

今
金
)
秋
田
克
八
H
H

日
刊
砕
f

〈
末
広
川
)
今
次
損
H
伊
藤
し

う
子
(
阿
川
)
佐
世
文
到
H
稲

船
節
子
(
桜
町
)

申
死
亡

4
名

山
口
組
め

(抑
町
)
布
引
内
史

的
(
本
町
)
山
行
列
市
郎
町
民
(
花

石
〕
神
田
ヨ
シ
、
日
(
附
和
川
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